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★文芸特集スタート★

今号から、「国鉄新潟」で文芸特集をスタートすることができまし

た。機関誌「鉄道川柳」の川柳を中心に紙面で特集していきます。全

国鉄道川柳人連盟盛岡事務局の佐藤康さんの御好意で実現することが

できました。国労は、組織内にサークルがあり、素晴らしい活動を展

開していますが、文芸関係については、サークル会員は退職者が、多

いと聞いています。文芸サークルは、川柳の他に俳句や詩、戯曲など

さまざまな分野がありますが、会員の加入が少ないという実態です。

以前は国労文化祭展が開催され、労働者の文化運動が盛んでした。組

合運動と文化運動は車の両輪、文化運動は重要だと考えます。文芸特

集から、より身近なものになっていただければと思っています。

「国鉄新潟」の紙面に紹介し多くの組合員に宣伝していきたいと考

えています。「鉄道川柳」は昭和32年11月1日創刊され、現在、隔月の

発行がされています。特集には、その中の「山脈集推薦作品」を中心

に載せていきたいと思います。

地本 教宣部 藤井 明人
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★記事の構成要素★

長い記事は途中の改行によって、いくつかの段落（文のまと

まり）に分かれます。記事の構成を考えることは、つまり段落

の展開を考えることです。最初の段落、書き出しは、読者の興

味や関心を強くひきつけるインパクトが欲しいです。途中の段

落は、その興味や関心をそらさずに、読者が知りたいという思

う事実を掘り下げて、最後の段落である文末は、読者が納得し、

共感する結論を示して締めくくります。導入－展開－終結が基

本の形です。

★内容が適確でしかも正確さをみる★

編集部が意図する通りの記事になっているかどうかを一つひ

とつ点検します。特に記事の「主題」がはっきりしているかを

みきわめることが重要です。「なにを書いているのか分かりに

くい」という記事は、書き直してもらうか、また編集部で補足

するか、執筆者と相談し決めていきます。

また、「正確に書く」ことも点検します。日付、場所、人数

氏名、集会名など固有名詞には特に気をつけて確認します。

★第７９回定期全国大会

７月２８日～２９日

★「１０４７名ＪＲ不採用
問題・解決総決起集会」

新潟県自治労会館
８月１日
１３時開場
１３時３０分開会

★第２４回東日本本部定期
大会」

９月２日～３日

第６３回定期地方大会は、１０月１６日に開

催します。新事務所への引越しは８月下旬を予

定しています。定期大会は、新しい事務所での

開催になる予定です。


